
<研究の概要>メディアアートの手法を用いた横断領域的表現
の研究を進めている。具体的には以下の２点を共同研究によ
り制作、研究している。・3Dデータ化した遺構・遺物の記録と新
たな共有手法の開拓。徳島市三谷遺跡の発掘調査現場と、徳
島県海陽町大里古墳の発掘調査現場にて、遺構・遺物の記
録に際して、従来型のアナログ筆記による実測とともに、多方
向から撮影した画像を基に３次元情報として記録。AR、VRの
手法で論文資料や教育資料としての活用方法を研究してい
る。・測量データを基に作成した都市模型に津波浸水想定ハ
ザードマップを映し、津波の高さ予測を実感するインスタレー
ションの作成。建物形状のGISポリゴンデータに航空レーザー
測量(国土地理院所蔵)による高さ情報を加え、GISアプリケー
ションにより3次元データを作成、粉末積層プリンターで出力。
出力した立体模型に色面化した津波浸水想定ハザードマップ
(徳島県所蔵)を投影し、USBマイクロスコープを使用して模型
の任意の場所を映し出すと共に、津波浸水想定ハザードマッ
プの色域がマッピングされた模型の映像を解析し、捉えた任
意の場所の津波の高さ予測映像を実物大で投射。立体ハ
ザードマップインスタレーションとした。 
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